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  研究の概要  

（1）　目　的
インフラのライフサイクルコストを削減し保全予算の

平準化を図るためには，正確な点検データと状況判断に
基づく予防保全を進める必要がある。この中で，塩害が
懸念される鉄筋コンクリート構造物内部における鉄筋の
腐食状況を把握するため，近年非破壊検査手法が開発さ
れてきているが，腐食状況の定量的な推定は実現してい
ない．このため本研究では，最新の非破壊検査により鉄
筋腐食を把握し，また鉄筋腐食が構造性能に与える影響
を，載荷試験を用いて直接確認することにより，非破壊
検査による診断結果と構造性能の劣化状況の直接的な相
関を明らかにし，更に三次元有限要素法（FEM）解析
によって劣化の進展を予測する手法の確立を目的とす
る。これにより，今まで困難であった非破壊検査結果の
定量化を実現し，定期的な非破壊検査によって早期にお
ける適切な補修時期や手法の予測を行うことによる，よ
り精緻かつ容易な予防保全の確立に資するものである。

（2）　概　要
① 実験供試体の作成：長さ2 mの鉄筋コンクリート梁供

試体を5体程度作成し，脱型後高頻度で塩水を散布し
て塩害を生じさせ，鉄筋の腐食を促進する。

② 非破壊検査：脱型後の初期状態と，その後1～2か月
に１回程度，加振レーダー法，電磁パルス法，電磁波
レーダー法などを用いて非破壊検査を実施，内部鉄筋
の腐食状況及び塩分量を診断する。また，コンクリー
ト内部の塩分量を，中性子塩分計等を用いて測定す
る。

③ 耐荷力試験：脱型後の初期段階及び前述の非破壊検査
によって有意な変化が認められて以降定期的に梁試験

体の静的曲げ載荷試験を行い，耐荷力やひび割れの発
生状況から鉄筋の付着力と構造性能を確認する。

④ 解析による現象の再現：三次元FEM（COM3）によ
り曲げ破壊試験の再現解析を実施し，内部鉄筋の腐食
状況と付着力の関係の確認と定量化を行う。

⑤ 予防保全への応用：大田区所管の実構造物（RC橋脚
や橋台等）について，実施済みの非破壊検査結果と上
記研究結果を反映した三次元FEM解析を行い，劣化
曲線と補修補強スケジュールの作成による予防保全計
画を作成して本研究の成果の社会実装を図る。


